
次
号
は
９
月
２４
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

模
擬
店
・ス
テ
ー
ジ
・花
火
�

〝１
５
０
０
年
前
の
も
の
づ
く
り
〟に
挑
戦

２
２
０
人
超
が
「埴
輪
作
り
体
験
」に
参
加

聴
診
器
で
心
臓
の
音
が
聞
こ
え
た
よ

小
学
生
が
お
医
者
さ
ん
の
仕
事
体
験

後
藤
智
久
さ
ん
に
感
謝
状

振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
で

守山署など

秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
３
組
６
人

に
招
待
券

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

市内最北端の夏祭り「志段味納涼夏まつり」

                     

                     

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
が
ん
ち

ゃ
ん
」
さ
ん
の
投
稿
写
真
①

　
誕
生
日
に
友
人
か
ら
贈
ら

れ
た
ア
ジ
サ
イ
で
す
。
真
夏

の
暑
さ
に
も
負
け
な
い
で
、

い
ま
も
咲
い
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
内
藤
種
子
さ
ん
＝
川
上

町
＝
の
投
稿
写
真
②

　
時
々
〝
こ
ん
に
ち
は
〟
と

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
ト
カ
ゲ

で
す
。
目
が
か
わ
い
く
て
、

パ
チ
リ
�◇

　
　
　
◇

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
ｄ
ａ
ｋ

ｕ
ｓ
ｕ
４
」
さ
ん
の
投

稿
写
真
③

　
わ
が
家
の
鉢
植
え
の

巨
峰
・
ピ
オ
ー
ネ
が
色

づ
き
、
香
り
を
漂
わ
せ

て
…
。
種
抜
き
処
理
も

し
て
あ
る
の
で
、
孫
も
喜
ん

で
く
れ
そ
う
�

◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
た
だ
し
、
内
容
や

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

子どもたちに生の音楽を届け
たい…親としての思いから結
成された「Ｂａｍｂｉｎｉ」

話
を
聞
い
て
、
見
本
を
見
な
が
ら
…
埴
輪
作
り
を
体
験

「
心
臓
の
音
は
聞
こ
え
る
か
な
」
小

さ
な
お
医
者
さ
ん
が
聴
診
器
を
体
験

感
謝
状
を
手
に
後
藤
さ
ん
（
右
は

大
矢
署
長
、
左
は
寺
田
会
長
）

開会式であいさつをする長縄会長（右から３人目）

〝
ち
ん
ど
ん
屋
〟
さ
ん
も
会
場
内
を
練
り
歩
い
た

�以上並んだ模擬店はどこも大にぎわい

中
日
こ
ど
も
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
な
ぶ

ぅ
」
は
子
ど
も
に
大
人
気
だ
っ
た 次々と繰り広げられるステ

ージを多くの人が囲んだ

　
市
内
最
北
端
の
夏
祭
り
―
。

「
第
�
回
志
段
味
納
涼
夏
ま
つ

り
」
（
志
段
味
商
工
振
興
会
・

守
山
商
工
会
主
催
、
中
日
新
聞

社
な
ど
後
援
）
が
先
月
二
十
七

日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

少
年
野
球
場
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
区
内
六
十
の
子
ど
も
会
で
つ

く
る
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
（
小
屋
口
洋
子
会
長
）
主

は

に

わ

催
の
「
埴
輪
作
り
体
験
」
が
先

月
二
十
一
日
、
守
山
区
役
所
＝

小
幡
一
＝
講
堂
で
開
か
れ
、
同

会
会
員
と
保
護
者
ら
二
百
二
十

人
以
上
が
〝
千
五
百
年
前
の
も

の
づ
く
り
〟
に
挑
戦
し
た
。

　
二
年
後
の
完
成
を
目
指
し
、

現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

国
史
跡
・
志
段
味
古
墳
群
「
歴

史
の
里
」に
つ
い
て
学
び
、も
の

づ
く
り
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

催
し
た
も
の
。

市
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
室

が
協
力
し
、
学

芸
員
が
講
師
を

務
め
た
。

　
写
真
や
資
料

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
し
な

が
ら
「
古
墳
は

市
内
に
二
百
一

個
あ
っ
て
、
守

山
区
は
百
三
十

四
個
で
一
位
な

ん
だ
よ
」
な
ど

と
説
明
。
ま
た

「
埴
輪
は
古
墳
を
飾
る
た
め

に
、
上
に
並
べ
ら
れ
た
も
の
」

と
い
っ
た
話
も
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
参
加
者
が
、
乾
く
と

固
ま
る
粘
土
を
使
っ
て
埴
輪
作

り
に
挑
戦
。
粘
土
の
細
い
輪
を

積
み
重
ね
て
土
台
に
し
た
ほ

か
、
上
の
部
分
は
人
や
鳥
な
ど

思
い
思
い
に
か
た
ど
り
、
へ
ら

と
竹
串
で
装
飾
を
施
し
た
。

　
父
親
と
二
人
で
参
加
し
、
女

の
人
の
埴
輪
を
作
っ
た
栗
林
萌

結
奈
さ
ん
（
廿
軒
家
小
四
年
）

は
「
ス
カ
ー
ト
の
細
か
い
模
様

に
苦
労
し
た
け
ど
、
ど
ん
ど
ん

出
来
上
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が

楽
し
か
っ
た
」
と
に
こ
や
か
に

感
想
を
話
し
て
い
た
。

　
〝
お
医
者
さ
ん
〟
の
仕
事
を

体
験
す
る
催
し
が
先
月
二
十
五

日
、
お
が
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
緒
方
正
樹
院
長
）
＝

緑
ケ
丘
＝
で
開
か
れ
、
区
内
外

の
小
学
一
―
四
年
生
十
八
人
が

参
加
し
た
。

　
休
診
日
を
利
用
し
、
病
院
で

何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
や
健

康
に
注
意
す
る
な
ど
興
味
を
持

っ
て
ほ
し
い
と
催
し
た
も
の
。

昨
年
に
続
き
二
回
目
で
、
院
内

の
張
り
紙
に
よ
る
募
集
に
三
倍

近
い
応
募
が
あ
っ
た
。

　
白
衣
を
身
に
着
け
た
子
ど
も

た
ち
は
ま
ず
、
緒
方
院
長
か
ら

説
明
を
受
け
心
臓
の
働
き
な
ど

を
勉
強
。
互
い
に
聴
診
器
を
当

て
て
心
音
を
聞
い
た
ほ
か
、

「
心
臓
は
一
日
に
約
十
万
回
動

く
ん
だ
よ
」
の
話
に
「
え
ー
」

と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
ま
た
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）

検
査
の
機
械
を
実
際
に
使
っ
た

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
に
よ
る
心
肺
蘇
生
の

手
順
を
体
験
。
隣
接
す
る
薬
局

で
は
、
薬
に
見
立
て
た
ラ
ム
ネ

菓
子
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
紙
の

袋
に
包
装
す
る
な
ど
薬
剤
師
の

仕
事
も
学
ん
だ
。

　
友
達
同
士
で
参
加
し
た
平
野

愛
彩
さ
ん
（
大
森
小
二
年
）
は

「
楽
し
か
っ
た
。
お
医
者
さ
ん

に
な
り
た
い
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

だ
け
思
っ
た
」
と
笑
顔
。
大
和

巧
歩
君
（
同
）
は
「
お
医
者
さ

ん
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
と

そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
た
。
　

　
家
族
で
楽
し
む
―
。
「
秋
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
ｉ

ｎ
　
志
段
味
」
が
十
月
十
六
日

（
日
）
、
志
段
味
地
区
会
館
＝

下
志
段
味
横
堤
一
三
九
〇
ノ
一

＝
体
育
室
で
開
か
れ
る
。
午
後

一
時
半
開
演
、
同
一
時
開
場
。

　
同
会
館
と
守
山
文
化
小
劇
場

が
、
広
い
区
内
で
の
〝
出
前
公

演
〟
と
し
て
催
す
も
の
。
こ
と

し
は
「
う
き
う
き
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
題
し
、
名
フ
ィ
ル
首
席

奏
者
の
井
上
圭
さ
ん
（
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
）
と
香
川
慎
二
さ
ん

（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
や
、
野
里

奈
央
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
・
ア
レ
ン

ジ
）
に
よ
る
ト
リ
オ
「
Ｂ
ａ
ｍ

ｂ
ｉ
ｎ
ｉ
」
が
出
演
す
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
カ
ノ

ン
」
、
ア
ニ
メ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
曲
、
歌
と
音
楽
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
ほ

か
。
小
さ
な
子
ど
も
が
泣
き
出

し
た
と
き
は
外
で
休
憩
も
で
き

る
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し

め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
入
場
料
は
一
般
七
百
円
（
前

売
り
五
百
円
）
、
中
学
生
以
下

五
百
円
（
同
三
百
円
）
、
二
歳

以
下
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
（
志
段

味
地
区
会
館
で
も
取
り
扱
い
）

を
は
じ
め
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
（
７
９
６
）

１
８
２
１
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

ｉ
ｎ

志
段
味
」
（一
般
）

の
招
待
券
を
本
紙
読
者
三
組
六

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

へ
。
締
め
切
り
は
十
四
日
（水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
女
性

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
七
月
十

・
十
七
日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
）

　
▽
〈
一
・
二
回
戦
〉
マ
ド
ン

ナ
９
―
２
金
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ
�
―
０
マ
ド

ン
ナ
、
フ
ラ
ワ
ー
ズ
７
―
４
レ

モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

　
〈
決
勝
〉
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

９
―
２
フ
ラ
ワ
ー
ズ

　
守
山
警
察
署
（
大
矢
和
隆
署

長
）
と
守
山
旭
防
犯
連
合
会

（
寺
田
浩
会
長
）
は
先
月
十
七

日
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

機
）
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
被

害
を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
後

藤
智
久
さ
ん
�
�
＝
小
幡
一
＝

へ
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
七
月
二
十
八
日
の
午
前
十
一

時
半
ご
ろ
、
出
金
し
よ
う
と
区

内
の
複
合
商
業
施
設
を
訪
れ
た

後
藤
さ
ん
。
携
帯
電
話
で
話
を

し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る

女
性
を
見
掛
け
、
い
っ
た
ん
は

そ
の
場
を
離
れ
た
も
の
の
気
に

な
っ
て
戻
っ
た
と
い
う
。

　
困
っ
た
様
子
に
「
何
や
っ
て

る
ん
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
た

際
、
振
り
込
み
の
画
面
が
見
え

た
こ
と
か
ら
詐
欺
を
疑
っ
た
。

「
と
り
あ
え
ず
振
り
込
み
を
や

め
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
女
性
を

説
得
し
、
一
緒
に
歩
い
て
近
く

の
交
番
へ
連
れ
て
行
っ
た
。

　
署
員
の
聴
き
取
り
に
よ
る
と

被
害
を
免
れ
た
の
は
区
内
の
六

十
代
女
性
。
市
職
員
を
か
た
る

還
付
金
詐
欺
だ
と
判
明
し
た
。

後
藤
さ
ん
に
は
、
同
連
合
会
が

設
け
た
報
奨
金
制
度
の
二
例

目
、
区
内
の
人
で
は
初
と
な
る

報
奨
金
一
万
円
も
贈
ら
れ
た
。

　
「
私
に
も
八
十
六
歳
の
母
親

が
い
る
。
放
っ
て
お
け
な
か
っ

た
」
と
後
藤
さ
ん
。
ま
た
「
安

心
し
た
し
、
人
を
救
う
一
人
に

な
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
た
。

◇

　
開
会
式
で
は
、
志
段
味
商
工

振
興
会
の
長
縄
裕
一
会
長
が

「
こ
の
祭
り
が
、
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
河
村
た

か
し
市
長
が
応
援
歌
『
燃
え
よ

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
』
の
替
え
歌
を
披

露
し
、
「
燃
え
よ
志
段
味
納
涼

夏
ま
つ
り
～
」
と
熱
唱
し
た
。

　
か
き
氷
や
金
魚
す
く
い
な

ど
、
会
場
を
囲
む
よ
う
に
並
ん

だ
模
擬
店
は
大
忙
し
。
志
段
味

西
小
学
校
お
や
じ
の
会
の
店
で

は
児
童
た
ち
の
仕
事
体
験
も
行

わ
れ
、
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
し
た

後
藤
美
央
菜
さ
ん
（同
小
二
年
）

は
「
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来

て
く
れ
る
か
ら
楽
し
い
」
と
笑

顔
で
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
も
特
設
さ
れ
、
四

組
の
大
道
芸
人
、
和
太
鼓
グ
ル

ー
プ
や
市
消
防
音
楽
隊
な
ど
が

次
々
と
登
場
。
夜
に
は
地
元
有

志
に
よ
る
盆
踊
り
が
催
さ
れ
た

ほ
か
、
恒
例
の
花
火
も
打
ち
上

げ
ら
れ
、
間
近
で
迫
力
あ
る
音

と
光
に
大
歓
声
が
上
が
っ
た
。
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